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次
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波
多
野
承
五̂

H

井
得
右
衛一 
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H

 - 

f 
y/
 
f
r,
4ニ
.ず
一

歐
洲
平
和
の
极
本
義

(

上
て
：

占

部

百

太

部

<

-
ラ
ク

y
ド

ク

ー

ブ

ル

」

六

月

號R
は
卷
頭「

平
和
の| 

极
本
義j

ど
題
す
る
四
十
頁
の
！
大
論
文
が
揭
出
さ| 

れ
て
居
る
。
書
肆
マ
ク
4
、、
ラ
シ
社
が
一
年
四
囘
發
行 

す
る
此
雜
誌
の
論
說
は
悉
皆
筆
者
の
名
を
缺
い
て
居
- 

る
け
れ
-

V

 

j

流
の
記
者
の
手
に
成
つ
た
も
の
が
多 

#

い
や
ぅ
に
察
せ
ら
れ
る
。「

苹
和
の
稂
本
_」

も

筆

者

Z
 

廣
何
人
で
あ
る
か
回
ょ
ぅ
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
、
其
、 

の
立
論
の
诳
大
に
し
て
、
筆
致
の
遒
勁
な
る
眞
に
世 

.

界
經
输
の
大
文
章
た
る
を
失
'は
な
い
。
劈
®
先
づ
今 

囘
の
歐
洲
大
戰
が
主
義
證
の
部
で
あ
る
こV」

を
述

第
十
卷
：

.
-

(
n

〇允
： }

雜
ぺ
.

錄
-

歐
洲
平
和
の
根
木
駿
.，

ベ
、
次
に
普
膂
±
傅
來
の
取
隞
主
義
と
聯
合
侧
の
说 

治
國
の
主
義
ビ
の
到
底
相
容
る
可
ら
ざ
る
11
1

來
を
|
. 

說
し
て
居
る
。'然
し
是
等
0

事
は
從
來
屢
-
唱
遒
せ
ら 

れ
セ
說
で
あ
る
か
ら
之
を
割
愛
し
て
、
第
三
章
の
戰 

亂
勃
發
を
論
，じ
た
る
所
か
ら
_

出
す
る
こ
と
に
し
た
。

上
.
.戰
亂
勃
發
象
て
.

今
囘
の
歐
洲
大
戰
亂
の

M
M
に
橫
は
る
理
想
は
、

一
 

*

聯
合
侦
の
自
由
な
る
民
治
國c

c
x
n
m
o
n
w
e
a
l
t
h

に
對 

す
る
理
想
ビ
、
他
方
觸
燠
侧
の
利
己
的
獨
逸
民
族
的
國 

家
に
對
す
る
夫
れ
で
あ
る
。斯
ぐ
云
へ
ば
迚
>交
戦
列
國 

を
截
然
色
.別
け
す
る
こ
ど
が
出
來
る
と
云
ふ
の
で
は
へ
ふ 

い
。
觸
逸
删
に
も
自
由
を
好
み
て
、
伯
林
の
官
邊
に
行 

は
る
\

迷
想
を
排
床
す
る
人
±

の
少
な
.く
な
い
事
は
明 

白
で
あ
る
。
之
と
均
し
く
、
世
界
を
通
じ
で
其
內
政
若 

く
は
外
交
，に
於
て
徹
«

徹

尾

民

治

國

の

理

想

.：に

隨

て

行 

動
し
れ
る
一
個
の
國
民
だ
も
見
當
ら
な
が
つ
れ
こ
ビ
は 

明
白
で
あ
る
。
然
も
^

汾
靜
に
考
ぅ
れ
ば
、
普
魯
士
猶

, 

第
八
號 

七
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(
一

ニ
〇

)

雜錄欧洲平和の根木義

が
«

制
政
治
の
^

張
0

爲
に
戰
:(
>

、
聯
合
侧
が
自
*
少 

爲
U

戦
ひ
つ
、
ゎ
る
こ
ど
は
疑
^

察

れ

ざ

る

，所
で
^
' 

る
。
故
に
苦
し
獅
逸
侧
♦か
勝
て
ば
、
.
歐
識
の
國
民
的
_
 

tf
l

a
終
を
吿
げ
"

聯
合
側
が
，勝
て
ば
：，.

〖

其
れ
が
確
保
さ 

な
、

で
.あ
ら
ぅ

0

.

-

1
.
.
. 

'

M

ら
に
"
今
冏
の
大
猶
は
主
ビ
し
て
西
歐
の
民
主
的 

諸
國
が
其
.理
想
に
遵
tt
l

し
て
行
動
し
な
か
つ
れ
故
に
勃 

發
し
れ
の
.
で
あ
る
。
#

合
諸
國
は
國
際
問
のM

s
.

を
ば
，
 

法
律
の
威
力
に
訴
へ
る

ビ
云
ふ
自
家
の
主
義
を
眞
劎
に 

行
は
む
ど
企
て
な
か
つ
れ
の
：でr

遂
に
普
#
士
を
し
て 

现
に
歐
洲
の
自
*

に
#

し

て

先

の

免

き

攻

擊

を

邓

，へ
し 

む
る
に
至
つ
れ
の
で
あ
る
。
若
し
聯
合
侧
が
皮
浩
國
の 

a

想
の
爲
に
眞
個
の
勝
利
を
濺
れ
い
ビ
な
ら
ば
、
啻
♦た 

獅
逸
の
使
擊
を
摧
：く
の
み
な
ら
ず
、
ァ
ス
ク
ィ
ス
が
戰 

爭
の
初
頭
に
於
て
、
聯
合
侧
の
目
的
ビ
し
て
述
べ
た
る 

「

平
等
の
權
利
の
承
認
を
基
礎
i

し
れ
國
際
上
の
パー

 

ト
ナ
I

シ
ッ
ブ」

を
永
久
的
土
«

Co

.上
に
築
く
ま
で
努
力 

せ
ね
ば
な
b

な
い
。
 

丨

幣
八
挪
.

七四

然
し
恭
し
本
和
囘
復
後
の
決
定
杏
”
歐
洲
の
改
造
の 

基
礎
す
な
る
可
き
根.本
レ
義
.
を
.：ば
適
當
に
了
解
し
ゃ
ぅ 

W

す
る
な
ら
：ばS
:

吾
人
は
.
先
.づ
如
何
に
し
て
今
囘
の
衝. 

突
：が
起
っ
た
かi
:

之
：が
起
も
に
：至
っ
れ
兩
方
の
侧
に
於 

け
る
間
違
や
、. ,
.

誤
れ
：る
思
.
想
に
就
て
少
し
く
詳
か
に
研'' 

究
せ
ね
ば
.
な
も
な
い
。
：：

.

i 
ニ

 

.

■
普
魯
士
自
ら
が
普
魯
士
流
の
國
家
說
の
殆
ど
完
全
な 

る
權
化
で
ぁ
る
？

-,
'
一
 

世
紀
半
以
上
に
亘
て
、

普
#
士
の 

人
民
.は
國
家
の
'利
益
の
爲
に
は
飽
く
ま
で
も
不
糍
の
忠 

義
を
盡
す
可
べ
、
其
'支
配
.者
10
:命
令
に
は
無
言
に
服
從
. 

す
可
く
統
合
せ
ら
れ
來
り
れ
る
、
國
K

と
云
は
む
ょ
b
 

は
寧
ろ
軍
隊
で
6
.つ
.た
の
で
ゎ
る
。
ビ
ス
マ
ー
ク
は
此 

國
民
的
軍
隊
を
ば
觸
逸
聯
邦
の
統
一
に
利
用
し
れ
の
で 

ぁ
る
が
、
彼
は
新
.帝
國
を
民
衆
的
基
礎
の
上
に
築
か
す 

し
て
入
國
家
の
權
威
と
其
世
製
的
君
主
並
び
に
皙
主
等 

.の
配
下
に
員
す
る
强
大
な
る
®
隊
を
ば
其
基
礎
と
し
れ 

.の
で
あ
る
。
普
通
選
擧
に
依
名
fr
il

議
會
は
K

«

政
治
.；

の
外
觀
を
粧
ふ
可
く
設
立
せ
ら
れ
れ
。
然
も
其
實
獨
逸 

は
普
©

士
及
び
ホ
ー
へ
ン
ッ
ォ
1>
ル
ン
家
の
配
下
に
於 

け
る
國
王
及
び
君
公
の
同
盟
に
過
き
な
い
。
獅
逸
の
全 

權
は
世
襲
晳
主
の
代
表
者
.か
ら
成
る
聯
邦
參
議
院
ビ
， 

絕
對
的
權
威
を
用
ひ
て
獅
邦
の
行
政
，外
交
、並
び
に
陸 

海
沉
を
指
抓
す
る
ヵ
ィ
ゼ
ル
及
び
其
大
E

に
集
注
せ
ら 

れ
て
居
る
。
獅
逸
は
實
.に
仳
界
が
曾
て
見
ざ
.る
獨
裁
政 

治
の
國
で
あ
る
。
何
S

な
れ
ば
、
興
の
^
民
の
心
身
を 

支
配
し
れ
從
來
の
觸
裁
君
主
の
力
は
、
未
だ
曾
て
觸
逸 

の
夫
れ
の
如
く
强
大
な
る
は
な
か
つ
れ
か
ら
で
あ
る
。

.ビ
ス
マー

ク
の
對
外
政
策
は
以
上
ビ
同
ニ
の
主
義
に 

$

い
れ
の
で
あ
つ
た
。
十
九
世
紀
の
前
半
の
間
、
協
調 

の
思
想
は
歐
洲
の
政
治
を
支
配
し
れ
。
歐
羅
巴
は
即
ち 

1

八
一
五
年
の
條
約
に
因
つ
て
定
め
ら
れ
れ
歐
洲
の
公 

法
を
尊
敬
す
可
き
共
同
の
義
務
を
承
輯
す
る
爲
に
結
合 

し
た
る
諸
國
民
の
集
圓
€

看
做
さ
れ
れ
の
で
あ
つ
た
。
 

最
初
英
、
«

"
露
、
燠
、
普
：if
.
强
國
の
會
合
を
以
て
»

■
 

の
漠
然
な
る
共
同
政
府
を
設
立
せ
'む
^

の
企
て
が
せ
&

節

十

烩

(

ニ

ニ

)

雑
錄
歐
洲
平
和
の
根
本
賴

れ
ね
。
.
所
が
.此
思
想
は
：

1

八
：1
.

3年
に
破
壤
さ
れ
れ
:.
0 

^

云
ふ
の
は
神S

同
盟
に
加
入
し
れ
反
動
派
の
諸
强
は 

民
衆
政
治
を
腿
伏
せ
む
が
爲
，
此
神
®
同
腽
を
利
用
し 

た
の
で
、
大
英
國
は
是
等
の
行
動
に
左
猢
す
る
こ
ヾ
し
を 

拒
絕
し
れ
か
&

で
ぁ
る
。
其
後
も
維
納
の
條
約
は
後
年 

の
修
疋
殊
に
和
蘭
ビ
白
耳
義
の
分
離
及
び
白
運
義
の
や 

立
決
定
と
典
u

s

:歐
洲
政
治
組
織
の
*
礎
と
な
つ
て
居 

た
。
歐
羅
巴
は
實
際
}
種
の
公
法
制
度
を
所
有
し
"
列 

國
の
平
和
ビ
安
全
ノ
レ
は
、
-,

つ
•に
此
公
法
の
尊
敬
を
强 

ゆ
る
歐
洲一

般
の
決
心
に
懸
る
も
のV

J

認
め
ら
れ
て
届 

れ
°

パー

：マ
ス
ト
ン
が
一
八
三
〇
年
0
34

:
義
の
危
機
に 

際
し
て
述
べ
て
居
る
や
ぅ
に
、「

吾
人
は
諸
條
約
の
厲
行 

i

並
び
.に
自
國
0

满
益
.の
爲
に
他
を
獄
^
せ
む
と
す
る 

が
如
き
見
.
^
の
否
a

を
主
張
.す
る
外
、
歐
羅
la
0

安
.全 

を
庶
幾
す
可
炉
ら
t

。f
:

.

'.
'

此
«

調
制
度
は
ナ
ボ
レ
ォ
シ」

1
1世
の
爲
に
弱
<

さ
.れ 

た
が
、'
ビ
ス
^

1

タ
.は
之
：を
粉
齎
し
て
7'

つ
れ
。
ビ
ス 

マ
I

ク
は
：普
魯
±

を
じ
.て
猶
逸
聯
邦
か
.ら
脱
退
せ
し
め

節
八
號 

七
3£



II

技

i)
•i：
S

I

笕
士
f
 

(

ニ

1

5

. 

_ 

0, 

其
の
搬
張
し
杧
る
鋤
敵
：の
陸
軍
を
|1
1

ひ
て
普
國
の
政
略 

の
儘
に
觸
逸
を
屈
擊
し
め
乜
の
で
ぁ
る
が
、
さ 

1

筆
法
に
依
つ
て
、
彼
は
實
際
觸
逸
を
し
て
歐
洲
の
協 

調
か
ら
脱
退
せ
し
め
れ
。
彼
は
一
八
六
四
年
"
同
六
六 

年
、
同
七
〇
年
の
戰
役
に
依
て
生
じ
れ
新
局
爾
を
ば
歐 

浓
全
體
0,
#

約
に
依
て
规
定
す
る
こ
^

を
避
け
て
、
新 

玀
逸
帝
國
0 -

基
礎
を
ば
、
其
の
一
旦
獲
得
し
た
も
の
は 

之
を
防
衛
し
"

而
し
て
歐
洲
に
蒭
藤
起
る
#
に
自
家
の 

$

る
條
件
を
饊
し
得
る
武
カ
0 .
上
に
築
い
れ
®.

で
ぁ 

る
。
三
國
脾
，傲
の
完
成
し
た
一
八
八
ニ
年
以
後
に
於
け 

る
歐
洲
政
治
圆
體E

u
r
o
p
e
a
f
l

 

p
o
l
i
t
y

 

(

若
し
此
名
に
價 

す
る
と
せ
ば)

の
基
礎t

T

最
早
有
ゆ
る
國
K

が
其
支 

持
を
約
束
し
ft

諸
條
約
卟
に
凰
體
し
仡
る
公
法
制
度
を 

猶
敬
す
る
こ
マJ

で
は
な
ぐ
し
て
、
同
邋
若
く
は
協
商
の 

合
縱
炖
衡——

就
中11

一
諷
同
盟
が
最
も
大
な
4
 

f

重 

要
な
も
0-

!

に
依
て
.互
に
他
を
威
嚇
す
る
こ
€
で
ぁ 

つ
れ
。
此
の
如
く
ビ
ス
マ
ー
ク
•は
國
家
の
性
質
及
び
權 

能
に
關
す
る
普
得
士
式
の
觀
念
を
ば
‘
啻
に
獨
逸
ば
か

笫

號

七
.六

り
で
な
く
"

廣
く
歐
洲
に
#

掃
し
.た
。
隨
て
：歐
羅E}

の 

,
人
民
は
*

早
相
瓦
_
に
共
通
な
る
.條
約
上
の
義
務
に
依
て 

結
合
せ
&

る

占

な

く

し

て

、1
:

向
に
自
家
の
利
益 

の
み
^

r

追
泶
す
る
猜
忌
深
き
國
泯
的
國
家
の
聚
圆
に
分 

裂

し

て
- T

つ
お
。
公
，共
の
權
利
を
倮
持
す
る
協
調
の
®

 

想
は
？
武
裝
的
取
和
の
思
想
に
腮
倒
せ
&
れ
て
了
つ
た

の
で
あ
る
？ 

厂

.

.
III

:

然
し
ぜ
ス
マ
f

ク
：が
：宰
相
の
地
位
に
在
つ
た
限
b

歐 

羅
巴
は
平
和
で
ぁ
つ
れ
。
何
ど
な
れ
ば
、
彼
の
政
略
の 

$

も
な
'
る
目
的
は
、
新
獨
逸
帝
國
を
し
て
休
養
せ
し
め 

强
固
な
'ら
し
め
む
が
爲
、
現
狀
を
維
持
す
る
事
に
在
つ 

た
か
ら
で
あ
る
。
所
が
此
の
如
き
事
徳
は
何
時
ま
で
も 

續
く
こV

J

が
出
來
な
か
つ
お
o

普
#

±
の
全
然
利
己
的 

な
る
國
民
的
慾
心
に
支
配
さ
れ
た
る
新
獨
逸
帝
國
が
、
 

早
.晚
其
隣
國
の
利
窖
ビ
棚
容
れ
な
い
野
望
を
起
す
に
至 

る
こ
と
は
、
避
ぐ
可
&

ざ
る
.勢
で
あ
つ
た
。
夫
れ
か
ら 

此
の
如
き
場
合
に
際
し
、
普
國
化
し
た
る
獅
逸
.が
51
:-瞵

!I
!

I

1

I

1

.

强
？
交
渉
せ
む
$

す
る
に
方
つ
て
、
折
衝
や
正
理
や
I法 

棒
や
に
依
ら
市
し
て
.、：
自
家
傅
來
の
主
_

か
、b'
>

其
.の 

國
民
的
死
活
間
題
を
ば
武
カ
を
用
び
て
解
決
せ

0-
^
0 

む
可
き
こ
^

は
、.2

疋
れ
亦
必
至
の
勢
で
ぁ
つ
た
。

果
然
摩
は
此
ff
i
b
に
成
抒
い
た
の
で
わ
る
。
新
皇
帝 

は
眞
個
普
魯
士
魂
の
權
化
で
ノ
彼
が
始
め
た「

新
行
越」

 

の
®
も
な
る
目
的
ミ
す
る
所
は
、
其
の
隣
强
ょ
り
も
.1 

大
で
富
裕
で
且
强
カ
な
る
猶
逸
國
の
建
設
に
在
つ
た
。
 

歐
溯
の
擗
權
を
獅
逸
は
旣
に
業
に
獲
た
の
で
ぁ
る
。
次 

に
0
的
i
し
れ
の
は
.世
界
的
*
權
で
わ
つ
た
。
爾
し
て 

此
1H
界
的
热
權
を
.獲
む
が
爲
用
ひ
た
手
段
は
、
實
に
之 

に
侬
て
過
去
に
於
げ
る
有
ゆ
る
普
國
の
勝
利
が
獲
得
せ 

ら
れ
^
る
武
備
と
沄
ふ
手
傻
で
ぁ
つ
た
。
仍
で
一
八
九 

o
年
代
に
於
け
る
海
軍
®
張
の
大
運
動 > 

夫
れ
炉
ら
一 

A
九
八
年
ど1

九
〇
0
年
と
の
法
律
の
結
果
着
茶
ぜ
ら 

れ
た
大
攸
褂
な
る
造
艦
許
窬
が
實
行
せ
ら
れ
た
の
で
ぁ 

.る
。
然
し
此
捋
已
中
心
ゆ
國
^
主
義
は
、
武
備
ビ
外
交 

'ミ

に

限

ら

れ

ず

、し

て

、
.
_
民

钜

活

の

各

方

に

浸

靱

し

た

0
.
$
2

一
 

3

1

)

雜

錄

.歡
抓
平
和
め
#

^

^

.

有
ゅ
る
獨
逸
人
は
尊
：ら
獨
逸
主
義
の
勝
利
の
爲
に
活
働
. 

し

思

考

す

る

や

に

敎_
へ
ら
れ
れ
。

此
»

逸
4 :
義
は
一 

八

七

九

年

の

關

税

改

箪

後

發

生

し

れ

新-&
し
い
產
業
的 

乃
M

规
政
.的
獨
鐵
を
も
郁
服
し.f s

の
で
あ
る
。
產
業
は 

箪
隊
に
劣
&

な
い
福
に
、
國
家
的
思
想
の
.犠
跸
に
供
せ 

ら
れ
れ
。
柔
順
な
る
獨
逸
人
は
產
猶
の
急
激
な
る
改
造 

金
可
能
な
，ら
し
め
、
：前
し
て
國
家
の
披
肋
i

k

家
の
監 

督
に

侬

.つ
て
此
の
如
ぐ
紐
織
さ
れf 2
る
帝
：國
の
觀
犬
な 

る
經
濟
的
賛
姆
ゆ
，
まVJ

し
て
其
隣
國V

J

の
商H

業
戰 

爭
.の
爲
に
.利
用
せ
ら
れ
たc

斯
く
て
通
商
は
當
事
漭
相 

互
の
利
益
交
換
な
か
ビ
の
考
は
"

「

獨
逸
に
於
て
は
跡
を 

絕
づ
に
亲
つ
た
が
、
是
れ
，は
^

し
て
商
賀
取
引
に
於
て 

全

刺

益

を

酶

斷

^

や

ラ

ヒ

廣

ふ

幼

雜

な

希

蕻

に

闲

つ

ね
 

も
の
で
は
な
く
しt

、：
對
手
國
の
產
業
を
滅
却
せ
し
め 

て

以

て

挪

逸

の

權

カ

迖

威

巖

ビ

を

加

.

へ
や
ぅi

s

ふ_
 

國

的
'

動

機
.

に
出
.

づ
る
の
，で

あ
.

な
o 
-

本

國

內

の

商

業

：競
^

 

が
協
議
の.上

廢
4{
:

ぜ
6

れ
た
：
0'

ば

、
：政

府

の

援

妨

を

_

 

>

9

て
1

‘

»

^

^

«

各

黐

爭

を

外

國

化

向
1:

試

^

た
が
爲

第
八
號

七



苋
十
赞
：

a
「

一
四)

1

 

'錄
'

歐
洲
乎
稂
の
极
本
銻
-'
; 

で
あ
つ
た
。
,斯
く
て
武
斷
主
義
な
る
普
©

士
の
農
民
黨 

V

J

X

紫
界
の
巨
頭
連
ど
の
同
脱
は
出
來
た
の
で
ゎ
る

.

が 

此
同
®

は
關
秕
改
革
に
依
て
共
通
の
利
.益
を
享
受
し
れ 

か
ら
で
ゎ
つ
た
。所
が
獨
逸
の
貿
&
を
ば
ヽ
長
期
の
信
用 

贷
i

if
f
i
.の
出
る
如
き
廉
賣
i

政
府
の
補
助
金V

J

の
人
爲 

的
手
段
に
依
て
海
外
市
場
に
保
持
し
や
ぅ
と
す
る
苦
境 

が
漸
く
重
な
る
に
隨
て
、
戰
爭
し
て
勝
ち
さ
へ
す
れ
ば 

此
齊
み
は
充
分
償
ふ
て
餘
ぅ
あ
る
で
あ
ら
ぅV

J

一
 

般
に 

信
せ
ら
る
、
に
至
つ
杧
。
何
と
な
れ
ば
、
戰
勝
の
獅
逸 

は
食
料
や
原
料
品
の
產
出
す
る
地
方
を
狼
得
す
る

こ

ヾ

し 

が
出
來
"

1

戰
肷
諸
國
に
命
じ
て
■
逸
の
製
造
家
の
爲 

に
特
待
的
條
約
を
結
ば
し
め
"

か
く
て
獨
逸
を
し
て
單
• 

に
世
界
の
政
^

的
中
心
た
る
の
み
な
.
ら
ず
、
又
經
濟
的 

.

6

た
ら
し
む
る
を
得
る
か
ら
で
，Q

る
。

M
A
0 

七
八

逸
は
所
謂
n
協
商j

の
成
立
を
以
で
、
獨
逸
釔
非
友
敵
的
. 

に「

包
_」

す
：な
毛
0

な
り
、：
隆
連
に
向
へ
る
國
家
を
抑 

腿
せ
U

5
す
る
意
地
羅
§

嫉
妬
的
企
_

な
り
ぶ
レ
看
做
し 

■

た
が
、
普
®

士
化
し
れ
を
國
民
：が
此
の
如
き
見
解
を
採 

る
-
v

i

r固
，ょ
h

其
所
で
わ
る
。
.全
然
自
分
の
.種
族
自 

|

分
の
國
家
の
事
の
..み
に
沒
頭
し
て
居
る
彼
等
獅
逸
人
は 

凡
て
の
國
家
は
他
の
國
民
を
併
呑
し
征
服
し
て
進
む
可 

隨
.て
國
家
の
進
運
に
‘連
れ
て
膨
脹
す
る「

權
利
し
が 

あ
.る
の
み
な
■ら
す
？
又
他
の
國
家
.か
其
版
圖
を
增
划
し 

.
た
i

き
は
毎
時
賠
償
を
得
る
：權
刺
あ
办
ビ
云
ふ
'

1

種
の 

思
想
に
.對
し
.て
、
何
等
の
不
自
然
だ
も
重
し
な
い
の 

で
^

る
。
'爾
し
.て
此
普
魯
士
的
政
治
哲
學
の
流
行
す
る 

\
他
の
國
で
も
亦
ゝ
.
以
上
の
思
想
を
以
て
自
然
ヾ」

認
め
、
 

武
力
の
强
い
國
家
の
要
求
に
抵
抗
す
る
こ
^

は
、
兎
に 

角
自
然
の
ff
i

f t

に
*

す
る
：不
遒
德
な
る
干
渉
で
あ
る
ビ
.
. 

云
ふ
觸
逸
の
說
にT

致
す
る
に
茧
つ
た
°

此

「

生
物
學 

的
し
見
解
は
必
然
、
世
界
は
永
久
動
a

の
茬
で
わ
ら
.ね
.

四

此
の
如
き
國
民
的
虫
我
主
義
"
殊
に
獨
逸
海
®
の
鱗

狼
は
窃
か
ら
獅
逸
の
隣
國
に
恐
懺
を
與
ぺ
ハ
結
局
、
英
、

露
.

は
：自
衛
の
爲
、
.

漸
次
接
姐
す
.

方
に
.至
つ
杧
o

獨

ば

な

ら

ぬ

し

云
ふ
裙
論
を
生
む
こ
ビ
に
な
る
、

|
I
0
Pi
II

!0

は
隆
盛
ぽ
赴
く
國
家
は
常
に
衰
頹
し
つ
、
办
る
.國
家 

♦

らr

其
人
民
或
は
領
土
を
略
奪
す
る
の
で
あ
.る
，が
、
其 

れ
も
视
服
さ
れ
た
人
段
の
利
益
i

か
又
は
人
道
の
爲
ビ 

か
云
ふ
こ
ビ
で
は
な
く
し
.て
、
.其
等
の
人
民
或
は
資
源 

に
武
力
的
組
織
を
與
へ
て
"
怔
服
國
が
其
隣
國
に
對
し 

て
新
た
に
戰
审
す
^

場
合
に
利
用
す
る
爲
で
あ
る
。
此 

の
如
き
見
解
は
全
然
民
治
國
の
主
義
と
は

相

容

れ

な

 

い
、
試
み
に
其
服
を「

國
家」

か
ら
人
民
に
轉
せ
ょ
、
爾 

し
て
此
m '

界
を
ば
獨
逸
、佛
蘭
西
、露
西
®

ヽ
大
英
國
、
亜 

米
利
加
其
他
の
名
稱
を
附
け
れ
る
無
數
の
國
家
か
ら
組 

織
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
し
て
、
只
だ
人
間V」

云
ふ 

大
家
族
か
ら
成
立
つ
れ
も
の
ビ
し
て
考
へ
て
見
ょ
、
•以 

上
の
如
き
掠
奪
的
幻
想
は
忽
ち
消
散
す
る
で
あ
&

ぅ
0 

然
り
、
世
界
は
國
家
の
集
圓
で
は
な
く
し
て
ッ
人
民
か 

ら
組
織
せ
ら
れ
f2

も
の
で
あ
る
。
.隨V

世
界
の
問
題
は 

如
何
に
し
て
國
家
ど
國
家
と
.0

問
に
於
け
る
異
議
を
協 

調
す
可
き
か
ビ

云
ふ
Y

で
は
な
く
じ
て
ゝ
如
可
に
し 

て
各
個
人
は
自
身
の
.爲
に
最
善
に
し
て
隣
人
の
爲
に
も 

■■
m

屮

猞
2

ニ 
5

 

,

雜

錄

欧
洲
.平
和
6>
)

极
本
蕺

最
書
な
■る
.

こ
.

■̂

令
得
べ
.

き
.
自
由
と
機
#

ビ
，を
與
へ
.ら
る 

可
き
か
と
云
ふ
に
在
る
？
そ
れ
でT

國

の

政

策

の

！
！

2

的 

Iは
國
家
の
膨
脹
で
は
な
く
し
て
人
民
の
福
触
で
あ
る
:̂ 

云
'
ふ
事
"

各
國
民
は
他
の
'國
民
の
權
刺
を
尊
敬
す
る
限 

6

に
於
て
自
由
に
自
家
の
文
化
i

思
想
ど
を
發
展
せ
し 

む
る
權
利
が
あ
るV

J

云
ふ
事
b

諸
殖
民
地
は
其
目
的
に 

就
て
*

成
す
る
場
合
に
の
み
隨
意
に
母
國
を
援
助
す
可 

き
未
製
品
の
.
新
國
民
で
6

る
ビ
云
ふ
事
、
各
屬
邦
は
本 

國
の
經
濟
的
乃
至
軍
事
的
目
的
の
爲
利
用
せ
ら
る
、
程 

に
.
機
槭
視
す
可
ら
ず
し
て
、
未
開
の
人
類
は
漸
次
自
か 

ら
治
む
る
や
'
ぅ
撫
育
す
可
き
も
の
な
る
事
、
世
界
各
國 

の
眞
個
の
目
的
は
‘
競
爭
若
く
は
#:

服
.
に
非
ず
し
て
、
此 

大

家

族

の

各

員

が

；苹

等

：
の

權

刺

i

均

等

の

機
#

を

^

ち 

得

る

•
や

ぅ

友

誼

的

協

同

^

在
る
と
ま
ふ
舉
、

®

界
の
法 

律
は
武
力
に
非
^
し
て
眞
理
^
正
義
ビ
に
在
ら
ね
ば
な 

ら
ぬ
事、

-
—

凡
て
是
等
の
見
獬
は
ア
：ン
，グ
ロ
.

。テ
ク
：

N

 

ン
ぃ
の.
國
々
.

に
於
て
：す
ら
未
だ
充
分
.

に
.
主
張
さ
れ
て
居
な 

い
の
で
め
る
か
ら
夕
勿
論
普
魯
士
.
的
の
®
惱
に
は
決
し

.
婼
八
雛
 

七
九



婼

十

继
(
1
1

1

六〕

雜

錄

.

歐
洲
平
和
の
㈣

ホ
義

て
了
解
せ
ら
れ
て
居
な
い
.の
で
あ
る
。

:

仍
で
獨
逸
の
支
配
者
侧
で
は
ノ
彼
等
の
海
軍
熝
張
i
 

事
を
好
む
流
の
政
策
ど
が
、
豫
ね
て
彼
等
が
其
間
の
離 

間
に
腐
心
も
て
居
た
各
隣
强
を
し
て
一
層
接
近
せ
し
ひ 

る
に
免
つ
た
こ
i

を
發
見
し
た
の
で
、
多
々
益
へ
軍
備 

を
搬
張
す
る
て
ふ
普
@
士
一
流
の
方
法
に
依
賴
す
る
こ 

i

に
な
つ
た
。
獅
逸
は
即
ち
會
商
の
方
法
を
拒
絕
し
た 

の
で
あ
る
。
是
れ
は
正
義
.を
*
礎
ど
し
て
國
際
問
題
を 

協
定
せ
む
が
爲
召
集
さ
れ
た
る
會
議
で
は
、
到
底
獅
逸 

の
支
配
者
等
が
慾
盥
し
て
居
る
や
ぅ
な
獨
逸
の
膨
脹
或 

は
優
越
を
與
へ
な
い
こ
^

を
熟
知
し
て
居
た
か
ら
'で
あ 

る
。
其
れ
に
會
商
と
云
ふ
こ
ビ
は
、
獅
逸
の
支
配
者
侧 

の
國
際
關
係
に
就
て
の
全
體
の
思
想
€
は
相
容
れ
な
い 

も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
ア
ル
ゼ
チ
ラ
ス
會
議
で 

獨
逸
.の
欲
す
る
所
を
狼
な
か
つ
た
失
敗
は
益
-
彼
等
の 

信
念
を
强
か
ら
し
め
.た
？
典
れ
以
來
、
殊
に
伯
林
條
約 

の
破
棄
に
依
て
藤
起
：さ
れ
た
ボ
ス
二
ア
•

へ
ル
チ
.
*
ゴ 

淤

て

、
，
，
彼

等

は

斷

，
々

f

し

て

！

i

逸

が
®

第
八
：
魏

八
O

ビ

ナ
事
件

大
の
關
係
を
有
す
る
歐
羅
.

B
の
問
®

に
就
て
1 »

强
€
會 

商
す
'る
こVJ.

を
拒
絕
し
れ
o

彼
等
は
又
爾
備
の
制
限
を 

拒
絕
し
れ
。
何
，ど
な
れ
ば
、
是
れ
彼
等
が
其
！m
的
を
雄 

す
る
爲
の
唯f

の
方
法
€

し
て
信
賴
し
て
居
る
所
の
も
 

の
を
奪
ぅ
か
ら
で
あ
る
。
英
國
が
軍
備
に
就
て
提
議
を 

爲
し
た
度
毎
，に
，
實
際
_

逸
は
：軍
備
擴
張
を
以
て
之
に 

f

た
の
で
.

あ
る
。.
結
局
彼
等
は
普
昝
士
外
交
の
奧
の 

手
れ
る
脅
嚇
丰
段
を
絕
ベ
す
用
ひ
た
。
過
去
十
年
間
の 

外
交
逝
の
鍵
は
モ
ロ
ッ
コ
や
ボ
ス
二
ャ
_に
關
す
る
實
際 

的
折
衝
'に
存
せ
中
し
て
，
實
に
ブ
九O

五
铝
"

一

九
〇 

九
年
、

一
九1

1

年
"

1

九
一
凋
年
の
各
最
後
通
牒
內 

R

發
見
せ
ら
る
入
の
で
あ
る
。
總
て
獨
逸
の
摄
等
の
行 

動
は
わ
ざ
i

惡
意
を
以
て
行
つ
，た
譯
で
は
な
く
し
て
" 

全
然
民
族
的
國
家
の
利
益
に
傾
倒
し
て
、
武
力
を
以
て 

人
間
社
會
の
最
大
主
義
i

す
る
誤
.つ
た
る
政
治
哲
學
が 

產
み
出
し
れ
る
冷
酷
な
る
結
果
に
外
な
ら
な
い
。

0

 

, 

-

左
は
あ
れ
、.
以
上
の
辦
だ
对
な
れ
ば
、

I

九
一

四

年

に

.。

於
け
る
開
戰
は
敏
«.

避
け
ら
れ
だ
で
あ
ら
^

.

所
於
f

 

々
大
事
を
惹
起
す
に
軍
タ
だ
の
は
..、
%
竟
塊
匈
國
の
必 

要
に
出
で
れ
の
で
あ
る
o

.

'

ビ
ス
.

マ
ー
ク
が
»
匈
國
左
同 

明
胤
を
結
む
だ
基
礎
は
、•
«,

德
士
ビ
他
の
.獨
逸
の
國
王
及 

び
君
公
と
を
同
服
さ
せ
れ
ど
同
ー
筆
法
で
あ
つ
た
。

^

 

國
の
同
盟
は
即
ち
谷
自
の
輿
刺
權
を
倮
持
せ
む
が
爲
、

. 

獅
逸
ビ
塊
匈
國
の
獨
裁
哲
主
間
に
於
け
る
同
®

で
あ
つ
.
.
. 

れ
の
で
6

る
。
然
も
近
年
に
な
つ
て
か
ら
、
画
南
歐
羅 

巴
の
.

諸
民
族
は
急
速
な
る
進
展
を
.

遂
げ
て
'

各
^
!
の
自 

由
や
統

1

に
對
す
る
必
要
を
益
 

<
 

自
覺
し
來
つ
紀
の
で 

あ
る
。
此
の
運
動
は
明
か
に
楚
等
民
族
の
支
配
者
の
.專 

_

後
を
脅
か
•

す
も
の
で
あ
る
の
で
、
彼
等
は
«

へ
f'
t

 

を
抑
腿
し
來
つ
た
。
然
る
に
&
爾
幹
の
諸
國
民
が
漸
次 

土
耳
古
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
事
？.
：わ
け
て

j
:

九

j 

ニ
年
の
自
FJ
4

戰
#

が
演
S1
I

:

的
に
成
.

功
し
た
事
は
、
，
.

一.層 

危
機
を
4

め
れ
の
で
?5
-

:

る
。
1

|

:
 

C

か
斷
平
扠
る
處
置
が
. 

採
ら
れ
な
い
.

ビ
、.
.

此

國

民

主

，
_

的

連

動

が

澳

匈

國

に

彌
 

叢

す

可

き

こ

ふ

は

明

白

H

ク̂

o

.

セ
，
ぞtr
ャ
'

 

ク
ぃP
,

m

十
#

S

一一 
去

雜

錄
欧
洲
ギ
利
の
槐
本
翁
.

f

ダ
民
族
^

啻

に

マ

会ャ
ト
ル
膨
办
腿
制
炉
ら
菇
れ
ひ 

事
及
び
久
し
く
拒
：絕
ぜ
_

&

れ
.來
っ
.ft

澳
何
國
&

に
於
け 

る
自
治
を
.要
求
し
|2

の
み
^

ら
中
'

 

彼
等
0 >
受
け
て
屈 

つ
た
#

»

に
慊
ら
，す
じ
で
、
國
外
の
同
胸
た
る
セ
ダ
ビ 

ァ
人
ビ
の
合
同
に
向
つ
て
益
t

强
く
引
き
寄
せ
ら
れ
つ 

、
あ
つ
.た
の
で
*.

る

で

セ
/ ^

ビ
*

ヤ
•

ク
ロ—

ッ
疾
ま
W

J
 

で
は
な
か
っ
た
.-
»

れ
ど
"

ル
ー

マ
ニ
ァ
人
、
波
蘭
人
、

ル
丨
ト
人
其
他
の
民
族
も
同T

の
運
動
を
企
て
た
。
凡 

て
是
等
の
運
動
の
背
後
に
«'

獅
逸
民
族
及
び
マ
ジ
V

丨 

,
■
民
族
の
權
カ
が
，此
上
ス
' 

テ
ー
グ
の
世
界
に
發
展
す
る 

こ
之
を
防
遏
す
る
事
及
び
民
族
解
放
の
主
_

に
忠
實
で 

あ
っ
た
®;

國
が
控
.

へ.
て
居
^

の
で
あ
る
o 

.

,

,
/
ス
ブ
'义
ダ
王
國
S

&

於
け
る
各
民
族
自
治
.要
求
，
. 

の
開
題
か
、
.曝
殺
？
れ
た
ス：

-マ
ン
ッ
。
フ
ェ
，
ル
デ
ナ
y 

ド
太
公
が
存
命
し
' て
展
っ
.
_て

；半

和

的

に

解

決

せ

ら

れ

れ
 

で
?)
.
&
ぅ

か.何
^N

炉
.

y
j

云

、
ふ

こ

.
？

«
•-
>

&

索

す

る

だ

け
 

野

暮

で

あ

る

。

'
所
*>

實

際
0 :
:成

行

は

恁

ぅ
.で

あ

っ

た0
- 

即

ち

纖
 

> 
塽

兩
0 '
#

傷

裁

的

敗

治

家

等

ゅ

其

普

#'
士

主

解

翁
 

八
ナ



第

ヤ

卷(

一
、
一
一
八

)

0

0

欧
洲
平
和
.の
'
棍
本
雜

_

か
ら
割
出
し
て
、
此
問
題
に
對
す
る
滿
足
な
る
解
決 

方
法
は
、
戰
爭
若
ぐ
は
外
交
に
依
て
"

北
海
か
‘ら
ボ
ス 

'
K

ォ
ラ
ス
に
瓦
る
支
配
«
は
即
ち
中
歐
の
一
一
帝
國
で
办 

る
か
ら
、
獨
塊
の
意
志
.に

胁

抗

す

る

こ
<£
は

無

用

の

業
 

で
あ
る
ビ
云
ふ
こ
マj

を
®:
明

せ
U

ヾ
」

決
心
し
12

の
で
あ 

る
。
然
し
物
事
比
獨
燠
侧
の
思
上
_
レ
に
ば
か
り
は
進 

行
し
な
い
で
、
，
恐
ろ
し
ぐ
過
蜇
な
，る
取
備
擴
張
の
負
»
 

に
反
對
す
る
叛
亂
と
澳
匈
國
5
!
1
2於け民主義の

. 

蓖
延
と
に
^

つ
て
、
.彼
等
の
獨
裁
權
は
涮
ぐ
脅
さ
れ
ひ 

ど
し
た
。
所
が
此
危
機
に
瀕
し
て
\
又
も
彼
等
ぱ
非
常 

に
.好
都
合
な
る
境
界
に
立
1

化
の
で
*-

る
。
恢
等
は
獅 

逸
民
族
及
び
マ
ジ
ャ
ー
ル
芘
族
の
外
交
政
策
ビ
陸
軍
を 

動
か
し
得
た
ば
か
ぅ
で
^

く
、
他
に
.三
千
萬
人
以
上
の 

K

族
の
外
交V」

陸
軍
i

を
支
配
し
得
た
の
で
あ
つ
た
。
 

微
兵
ど
獨
裁
政
治
ミ
を
結
合
し
た
る
制
度
に
依
て
> 

彼 

等
は
戰
#

の
目
的
に
向
つ
で
.一
億
二
千
萬
人
を
含
む
だ

兩
帝
國
の
强
大
な
•る
力
を
利
用
し
得
た
の
で
あ
る
。
興 

'上

i

的
事̂
:
:

彼
箏
(&
■
;
«

#

ゼ
1

~̂レ
て
'

居
'
K

.

O

へ-.
獨
、
■撒
は
5t

第
八
瓛

八

隣
强
ば
比
べ
T -

遙
に
ょe

戰
備
が
整
つ
て
居
た
。
の
み 

な
.
^す
、
着
し
戰
# :

が
職
裂
し
た
ど
じ
て
も
、
英
國
は 

愛
蘭
問
題
の
爲
內
亂
が
超
ら
む
ビ
し
.て
居
る
の
で
、
俄 

炉
‘

腾
つ
能
は
ず
、
彼
等
に
取
つ
て
は
實
に
千
載
一
遇 

の
® ;

機
會
で
ぁ
づ
.付
の
で
ぁ
る
。
仍
で
.

1

九

1

四
年
七 

八
月
の
政
策
が
用

ひ
ら
れ
れ
o

.セ
ル
ビ
ァ
に
發
し
た
最 

後
通
牒
ば
，
例
の
鐵
箏
外
交
に
依
て
巧
く
巴
爾
幹
を
其 

配
下
に
取
込
む
か
^

然
ら
ず
む
，
戰
爭
に
打
勝
つ
て
_
 

洲
及
び
多
く
の
殖
K

地
の
主
人
.た
る
か
の
飛
車
取
り

王 

手
で
6

0

た
の
で
ぁ
>̂
:
。
此
0

對
弋
ル
ビ
ァ
通
滕
が
遂

に
歐
洲
を
擧
げ
て
戰
飿
の
渦
中
に
捲
き
込
.む
で
了
つ

2

 

0
 

:
• 

f

,

中
平
和
の
必
要
條
件

' 

.

.

.

.

、
六
'

'

:'
;

'

'

聯
合
國
が
何
故
讓
.步
を
拒
絕
し
て
獨
換
侧
の
煨
後
通 

牒
に
屈
服
ず
.

る
ょ
り
も
寧
/>

開
戰
を
櫸
む
だ
炉
^
云
ふ 

'

こ

w

比
、'兹
に
.

論
^

る
を
®
し
な
い」

。
歐
M'

⑶
ば
®
に
奴 

-
V
o 

^

 

*

乱
*S

 y

し

な
る
か
の
破
目
に
*

^

つ
た
：の
で

J

る

タ
歐
羅
ti

の
人
民
は
真
に
他
の
權
利
を
尊
敬
す
る
限 

>

(:

於
て
自
*

に
自
家
の
政
略
ゼ
行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
:!
, 

然
ら
中
む
ば
、
彼
等
は
一
個
超
越
し
た
る
國
家
か
ら
命 

令
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
軍
備
を
殆
ど
極
度
ま 

で
懷
張
し
て
、.
獨
逸
の
意
の
儘
に
歐
洲
の
問
題
を
解
決 

し
や
ぅ
と
云
ふ
の
が
、
實
に
伯
林
の
政
策
で
あ
つ
れ
*-
0 

國
運
を
胳
し
て
此
の
如
き
解
決
法
に
抵
抗
す
る
と
云
ふ 

の
が
聯
合
諸
隊
の
決
意
で
あ
つ
た
o

其
れ
で
あ
る
か
ら 

今
度
の
戦
爭
を
誘
つ
た
最
大
主
義
た
る
此
の
根
本
問
題 

が
決
定
せ
ら
る
、
迄
、
平
和
は
囘
復
じ
な
い
。
双
方
の
主 

張
の
間
に
步
み
窬
6

ん
云
ふ
こ
ビ
は
あ
ら
れ
な
いC.

或 

'
る
人
々
が
考
る
や
ぅ
に
、
.是
等
の
疋
反
對
な
る
理
想
に 

執
着
し
て
屈
る
國
民
の
問
に
平
和
を
結
^

こ
i

は
不
可 

能
で
あ
る
。.歐
羅
巴
.が
商
®

主
義
で
進
む
か
、或
は
拒
絕
. 

の
結
果
を
恐
れ
て
あ
め
-

^

獨
逸
の
意
志
.に
屈
狠
す
る 

の
餘
儀
な
き
に
至
る
か
の
當
初
の
間
题
が
、
.結
局
何
れ 

か
一
方
に
決
ま
る
ま
で
、
平
和
は
到
來
せ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。

••
■:

獅
逸
が
其
理
想
を
放
棄
し
な
い
こV

J

は
、
へ
ド
マ
ン

C

第

十

怨

(
1
1
.
1
:

九)

_

錄
歐
洲
平
和
の
根
本
翁

.ホ

v

ヒ
於
-
遯
る
四
月
六E
帝
國
議
會
に
試
み
.た 

演
說
に

.

徵
U

1.
1

充
分
明

&

で

ぁ

る

。
：
大
宰
出
は
今

却 

の
戰
歌
に
.於
け
.る
獨
逸
の
目
的
は
，

「

何

遨
も
今
後
復
k
 

び
^

國
の
滅
e

を
企
つ
る
こV」

能
は
ざ
る
^

に
、
又
此 

界
を
し
て
.吾
々
獨
逸
人
が
自
曲
に
其
本
和
的
氣
カ
を
發 

揮
し
得
る
權
刺
を
承
認
^

1>

む
る
程
に
、
爾
か
ぐ
强
固 

に
結
合
せ
ら
れ
、
爾
か
く
强
固
に
保
證
せ
ら
れ
た
る

®

 

逸
の
建
設
に
在
る
、。
菩
々
は
決
し
て
他
の
諸
國
民
の
滅 

d

を
圖
る
も
の
で
は
な
'い
？
®
々
の
努
む
る
所
は
今
日 

其
甚
礎
が
震
搣
せ
ら
れ
て
居
る
歐
羅
巴
大
陸
の
永
久
の 

救
濟
で
.あ
る
。J
i
述
ベ
、
尙

ほ「

苦
し
典
等
諸
强(

露 

西E
4
、

.怫
蘭
西
，
大
英
國)

が
®
人
に
反
對
し
て
同
盟 

を
爲
さ
ず
、
.併
か
も
時
勢

後
れ
の
事
を
企
て
な
か
つ
れ 

な
ら
ば
"
1歐
羅
巴
の
取
和
は
漸
次
典
の
靜
«
な
る
發
展 

に
依
て
確

立
甘
ら
れ
れ
で
ぁ
&

ぅ
。
是
の
如
&

が

即

ち 

戰
前
に
於
.け
る
獨
勝
の
政
策
の
■目
的
で
ゎ
つ
た
。
菩
 々

は
吾
々
の
求
む
谷
所
の
も
の
を
弗
和
的
に
得
る
じ
ど
が 

出
來
た
の
で
あ
を
o

所
が
敵
方
は
戰
0

を
®
む
だ
の
で

第
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第

十

盤
2

一
 

コ©.)

雜
錄
歐
洲
平
和

9

根本
_

あ
る」

云
々
。
 

-

'
 

' 

.

•

, 
V
. 
'.一，

. 

一‘

是
等
のOIL

的
を
逯
せ
む
が
爲
、
大
宰
相
は
豫
ね
て
獨 

逸
を
擧
げ
t

m

m

Sな
つ
て
居
れ
中
歐
同
盟
を
實
際
に 

成
立
せ
し
め
む
ど
提
議
し
た

o
此
訐
窬
に
據
る
ヾ
し
、ハa
 

茸
義
の
充
分
な
る
獨
立
が
囘
復
せ
& -

权
把
ビ
し
て
も
ー 

丨
大
宰
相
は
'此
事
を
提
議
し
て
は
居
な
い
け
れ
ど
|

 

獨
逸
は
倚
其
國
境
を
遙
炉
東
歐
に
搬
張
し
ド
ク
.ィ
ナ
河 

か
ら
佛
、
臼
國
境
、
北
'海
か
.ら
波
斯
灣
に
亘
る
全
領
土 

を
支
配
す
る
で
わ
ら
ぅ
。
中
央
歐
羅
巴
は
即
ち
撅
張
せ 

ら
れ
れ
觸
逸
の
細
敕
君
主
連
ビ
、
匈
牙
利
の
マ
ジ
ャ
t
 

ル
族
と
、
勃
牙
利
の
爯
制
君
主
と
、.
靑
年
土
^

古
黨
^
 

の
間
に
成
立
つ
同
i t

の
謂
で
あ
る
。
此
同
盟
の
基
礎
は 

是
等
特
權
階
級
を
し
て
彼
等
の
權
カ
を
保
持
せ
し
'め
" 

後
年
復
れ
び
他
國
の
領
土
を
侵
略
せ
む
が
爲
ヽ
.

K

衆
政 

治
的
進
®

を
a

害
せ
.し
む
る
外
交
的
、
皞
_

的
、
經
濟 

的
約
束
に
在
る
。
此
領
域
內
に
生
活
す
る
總
計i

億
五

: 
'

千
萬
：の
ん
民
は
か
ぐ
て
«:

魯
;*
^

_

»

織
せ
ら
る
、
で

^
-

-
-
-
-
-
-

j

1

I "4

 

^
.ぅ
。-:
楚
等
の
人
®
は
强
制
徵
兵
に
據
て
各
自
の
土 

地
：に
釘
着
け
£

せ
6.

な
可
(-
、
：

警
察
は
飯
亂
を
取
颔
る 

可 
<
:
>、：
大
.學
以
下
0

各
學
校
ゃ
、
新
聞
檢
間
局
は
輿
論 

を
笨
制
す
る
で
ぁ
ら
ぅ
。
人
民
の
經
濟
的
資
源
は
國
家 

の
大
官
連
ヒ
密
接
0:
-
關
係
办
る
少
數
の

M
$

に
依
て 

刺
用
せ
ら
れ
支
配
せ
ら
れr

,

斯
く
て
廣
大
な
る
全
體
の 

傲
土
は
少
數
專
制
政
..治
家
の
意
の
儘
に
"
戰
爭
目
的
の 

德
-:
-

軍
國
主
義
的
に
組
織
せ
ら
る
、
で
^

ら
ぅ
。
普
#
 

士
及
び
'其
觸
裁
主
義
的
同
胤
國
が
此
擧
に
出
づ
る
こ
ビ 

請
合
で
ぁ
‘る
。
軍
_
、に
線
成
さ
れ
隨
て
服
從
に
惯
れ
れ 

る
人
民
：に
對
立
し
：て
出
來
れ
此
支
配
者
階
級
の
同
盟
は 

取
；̂
も
直
さ
ず
ゝ
ビ
ヌ
-v
.

—

ク
が
普
魯
士
的
獨
逸
を
&
 

っ.
れ
方
法
で
ゎ
る
。
，彼
の
相
縝
漭
等
は
"
其
甩
生
の
主 

義
炉
.
'ら
キ
歐
同
盟
を
造
.る
に
、
彼
、i
同

1

方
法
を
用
ひ 

る
に
至
つ
^

の
で
お
る
。

'

獨
逸
の
大
宰
相
‘は
決
じ
て
巧
言
他
を
欺
く
人
ではな
 

0

O

”

彼
が
獨
逸
の
欲
^

る
所
の
も
の
は
、
平
和
と
其
平 

和
的
氣
カ
を
發
植
す
る
自
山
ど
で
6

る
€

公
1'
し
た
の

は
、
全
然
彼
の
誡
意
^

被
fl
t

'f
t

も
の
で
あ
る
o

Tr

が 

!t

だ
闽
る
の
，は
、
彼
が
他
の
.

布
ゆ
る
普
^
士
人
ヾ

」

均
し 

く
、
證

S

隣
邦
を
し
て
、
獅
逸
の
意
志
に
服
従
せ 

し
む
可
ぐ
煨
後
の
手
段
に
拆
へ
て
始
め
て
.3

H

的
を
達
す 

る
こ
と
が
出
來
る
ど
信
じ
て
居
る
事
で
あ
.

る
。
屯
等
は 

鹊
将
士
の
政
治
®

學
R

取
て
禁
物
で
あ
る
，
。

»

- m
は
也 

の
國
t

を
不
自
ri
l

な
ら
し
め
て
始
め
て
自
.
.
-̂

で

あ
&

 

5
 

0
彼
は
此
の
堪
事
的
優
越
權
を
一
九r

四
年
に
確
立 

し
や
ぅ
i

企
て
た
け
れ
ど
失
敗
し
た
の
で
、
，今
現
に
彼 

の
欲
す
る
雄
和
を
確
保
せ
む
が
爲
、
戰
鬪
し
て
居
る
次 

f

で
.

あ
る
。
所
が
彼
の
^

和
ゼ
云
上
の
は
、
ホ
歐
の
灌 

_

^

乃
至
經
濟
的
'*

源
が
彼
の
一
般
的
命
令

V
J

交
配
の
. 

下
に
組
織
せ
ら
れ
た
曉
に
は

、

其
の
如
何
な
る
隣
强
と
- 

账
.
彼
が一

度

戰
-^

を
以
て
脅
か
せ
ば
、
彼
の
意
に
忤 

ふ
こ

V
J

を
得
ざ
.る
程
、
猶
逸
の
地
位
を
强
固
な
ら
し
め」 

て

彼

. 0

:所
^
门

.§
由」

> freedom

ミ

を
獲
'得
す
可

き

；

 

底
の：

牛
和
で
あ
る
。
此
の
.

如
く
し
て
*
逸
は

大

宰

tt
M
 

指
®
し
f

る
ー4
?|

ビ「

救
濟
J

i
を
歐
羅
Ei

に
.

與
る
こ
ビ

：
 

婼

十

怨

ニ

1
1

ニ

)

雜

：

峰
' 

歐
洲
：平
和
の
银
本
親
：
.
.
.

が
通
來
る
で
あ
も-ぅ
。
獨
逸
^

か
ら
觀
れ
■ば
、
苦
し
佛 

名
露
がj

九
o

五
年1

九
〇
九
年
同
樣
戰
爭
の
#
し
に 

恐
れ
て
屈
服
し
れ
な
ら
ば
、
又
協
商
侧
が}
九

I

四

年 

に
於
て
も
戰
爭
の.脅
か
し
の
.下

に

而

か

も

會

商

に

^

ら 

中

し

て

、‘巴
爾
幹
の
權
カ
を
觸
逸
人
マ
ジ
ャ
ー
ル
人

^
 

■
許
し
た
な
ら
ば
*

世
界
の
：爲
遙
か
に
幸
福
で
ぁ
つ
た
で 

ぁ
ら
5

と
云
ふ
。
今|

一
 

三

度

此

種

の

脅

か

.
し

を

行

つ

て
 

伯

林

政

庥

の

劎

の

.音

に
®

ぢ
.て
.、
.
隣
邦
が
其
都
度
屈
服 

す
れ
ば
、.
結
局
歐
洲
平
和
は
旣
定
の
事
實
ど
な
つ
て
、 

其
れ
‘が
却
つ
て
歐
洲
の
幸
福.で
ぁ
る
と
は
、
獅
逸
人
の 

所
信
^

6

る
が
，、
此
の.如
き
平
和
は
羅
竟.死
の
平
和
に
：
 

過
ぎ
な
い
。
、1' 
度
之
を
味
つ
た
考
の
磁
る
、.能

'.は

ざ

る 

自
_

€

云
^

こ
：..

V
J

を
全
然
無
視
し
て
、
獨
逸
人
が

「

«
 

方
は
戰
带
を
S

む
だ」

^j

宣
言
む
^

る
理
由
は
、
即
ち 

以
上
に
在
る
0

で
ぁ
る
。

. 

k 

>
• 

• 

.. 

.

/

/

獨逸が

*

8

'0

提
憑
杉

る
.

中歐同盟

の
•

を
. 

棄
ー
て
ざ
务
限
.

レ
、
.平
和
の
_

*

せ

ぬ

こ

‘ビ

ば

明

白

で

:*
'
'

第
八
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婼
十
卷

(

一
一
一
一
一
一)

.雜
錄
撳
洲
平
和
の
极
本
翁

る
。
是
等
の
倐
件
が
存
す
：な
限
\

獨
逸
が
後
年
復
た 

び
，1

九
〇
五
年V

J
同
九
年V

J

に
成
功
し
、1

九
一
一
年 

に
失
敗
し
、
.1

九
：

.一
四
年
に
は
^
に
戰
箏
を
誘
起
し
方 

如
く
"
哪
爭
の
脅
嚇
に
依
て
椹
ゆ
可
ら
ざ
る
命
令
を
諸 

國
に
.下
す
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
中
歐
同
盟
は
即
ち
歐 

洲
が
觸
逸
の
命
令
に
•服
從
し
て
其
自3

を
失
ふ
か
、
然 

ら
ず
む
ば
之
に
抵
抗
せ
む
が
爲一

九

1
四
年
七
月
現
在 

以

上
-0
5[
1
備
を
挪
持
す
る
か
を
意
味
す
る
。
民
.治
國
の 

;

伞
和
的
外
交
に
反
對
し
て
普
®
士
流
の
武
斷
外
交
の
勝 

利
を
意
味
す
る
。
故
に
^

和
の
主
耍
條
件
は
"
獨
逸
を 

し
て
今
後
歐
洲
に
命
令
す
る
の
夢
想
を
放
棄
せ
し
め
" 

以
て
ア
ス
ク
ィ
ス
が
*
宰
相
の
演
説
に
報
ひ
て
云
へ
る 

荷
ゆ
る
文
明
國
の
屯
等
權
を
基
碰V」

し
れ
る
國
際
制
度 

を
可
能
な
ら
し
む
る
や
ぅ
獨
逸
を
し
て
隣
强
ど
•平
等
の 

地
位
を
承
認
せ
ざ
る
を
#
ざ
る
が
如
き
境
遇
に
置
か
し 

む
る
事
で
あ

る

。

こ
は
決
し
て
武
力
に
依
て
®

m

の
分 

裂
ビ
其
政
治
組
織
の
變
.31
を
强
ゆ
る
も
の
で
は
な
い
。
 

耍
は
伯
林
の
政
治
的
乃
.至M

.

事

的

，支

配

，か

ら

非

獨

逸

國

.
第
八
號

八
'■卜

-

民

を

解

放

す

る

，に

在

る

の

で

あ

る

。
.獨
逸
め
官
邊
も
其 

ァ
浐
ャ
彳
ル
の
1

も
、
充
分
成
功
の
好
機
會
に
就
て
信 

じ
な
办
つ
れ
な
ら
ば
、
狹
し
て
歐
柳
の
自
tf
l

を
^

は
V
 

と
の
擧
：に
出
で
な
か
つ
れ
で
あ
ら
ぅ
。
爾
し
て
彼
等
1
1
1 

千
萬
以
上
の
非
_

逸
族
非
.マ
ジ
ャ
ー
ル
族
の
跟
隊
ヾ
し
國 

力
ビ
を
充
分
左
右
し
得
な
か
つ
れ
な
ら
ば
、
成
功
の
機 

會
を
得
な
か
つ
た
で
あ
ら
ぅ
。
普
#

士

が

他

.服

を

企

て 

,れ
：原
因
ビ
、今
囘
の
戰
爭
の
最
大
悲
劇V

J

は
、是
等
の
三 

千
萬
人
以
上
の
も
の
が
強
制
徵
兵
制
度
に
組
織
せ
ら
れ 

て
、
他
の
a

K

成
か
b

か
、：
一
層
■

»

に
S

分
等
の
身 

上
.に
、
,'

普
#
士
式
桎
梏
を
置
か
む
が
爲
突
進
し
た
る
こ 

i

R

於
て
發
見
せ
ら
る
ゝ
の
で
わ
る
。
典
れ
故
聯
合
侧 

の
平
和
條
件
の
中
最
も
缺
く
可
ら
ざ
る
事
は
、
m

に
三 

千
萬
人
ビ
云
は
す
、
實
に
其
倍
數
に
上
ぼ
る
非
獨
逸
民 

族
を
獨
逸
の
取
事
的
及
び
外
交
的
配
下
に
®

か
む
ヒ
す 

る
中
歐
同
盟
の
破
壞
ば
か
り
で
な
く
"

戰
前
に
於
て
伯 

林
政
府
か
ら
表
而
土
で
は
な
か
つ
た
け
れ
ど
、
實
際
上 

奴
隸

に
せ
ら
れ
て
居
た
是
等
の
人
民
の
解
放
で
あ
る
。

1̂

何
に
し
て
^

目
_

が
達
せ
^

'4

可
き
炉
は
、：
玆
に
豫 

言

す

可

ぎ

限

ぬ

や

。
叉
:«

細
な
る
^

土

的

.決

定

を
 

兹

に

别

梵

す

る

の

必

耍

を

，も

認

め

な

い

。

嚴

等

の

.

詳
%

 

に
至
つ
て
は
非
常̂

被
雜
し
て
居
る
。
前
記
の
地
方
に 

於
て
は
、
.

不
幸
に
し
て
民
族
主
_

ビ
云
ふ
こ
ど
が
、
充 

分
な
る
自
*
の
精
神
と
云
ル
こ
ビ
ょ
り
も
有
力
で
あ
つ 

て
是
れ
ぞ
即
ち
普
#

士 \

其
後
援
ヾ

」

し
て
依
賴
し
た
所 

の
も
の
で
あ
る
。
故
に
是
等
の
.地
方
.に
於
て
は
、
人

種
. 

的
の
笕
容
ど
云
ふ
こ
ヒ
は
、
永
久
の
.

平

和

に

収

，
つ

て

®

 

逸

本
隊
內
r

於
け
る
^

賤
生
^

の
^

歡
に
も
讓
ら
ざ
る 

fr
に
大
切
で
あ
る
。
而
し
て
最
も
肝
®

な
る
は
、
へ
是
等 

の
民
於
ヵ
漪
逸
の
配
下
-̂

爾
せ
す
し
て
、
自
分
で
自
分 

の
將
來
を
定
め
ね
ば
な
&

ね
こ
ど
で
あ
る
。

(

以
下
緻
出

)

.歐

洲

戰
■

米

國

,
 

«

易

狀

態

：
下

堀

四

館

十

卷(

ニ 

n

.

l

s.雜

錄

米
國
多
激
人
士
の
間
に
は
？
英
國
を
し
て
»

逸
の
'
® 

易
に
對
し
て
自
li
i

®
行
動
を
取
ら
し
む
る
を
^

な
りV

.

 

す
る
の
意
見
行
は
れ
れ
り
。，
蓋
->

彼
等
は
英
國
を
し
T 

■

暴
；

i

受

を

以

て

す

る

の
-^
ノ ：

經
濟
上
の
虺
追
を
加 

へV
.L
:む
る
ど
き
は
、

.
假
令
ひ.一 ,

時
中
立
國
の
利
.益
を
傷
. 

一
く
る
こ

V」
：

あ
り
i

す
る
も
、
戰
局
の
收
拾
を
速

に

し

、

,

.

:

"
 

h中
觉
厕
に
利
益
を
及
ぼ
す
に
.^

る
，こ

と

を

信

じ

.た

れ

ば 

■

r 

:

.

な

り

。

现

に.千

九

西

十

.
五

年

三

月

英

國

が

獨

逸

貿

易

に

； 

■

:

.

,
ぶ

嚴
酷
な
る
■制
限
*

加
ふ
る
.

や

A

同
月
 

一
一
ロ
の
，
紐

育

ト

「

ジ

ヨ
ー
ナ
>

。
オ
ダ
い
コ
ム
：：
ブ

ー

ス

夂

ほ

其

社

說

(;

於
て
、
_ 

人
；
： 

左
の
如
き
議
論
を
公
に
し
た
^

v
o'\

パ
.
.

歓
洲
戰

爭

と米
掘
の
贸
處
靡 

笫

八
號
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